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近畿農政局京都府拠点
発行：令和７年８月６日写真：宇治市「蓮の花」

「ノウフク・アワード２０２５」募集中!

【募集期間】

【募集する取組】

～みんなで耕そう！人・地域・未来の豊かな循環～
農福連携等応援コンソーシアム（事務局：農林水産省）は、農福連携に取

り組んでいる優良な事例をノウフク・アワードとして表彰し、その普及を推
進しています。こうした表彰を通じて、国民的運動として農福連携の機運を
高め、全国的な展開に資することを目的としています。

地域において、農林水産業で障害者等の多様な能力が発揮され、農林水産分野、福祉分野が

抱える様々な課題の解決の実現はもちろんのこと、障害者等の社会参画の実現、地域農林水産

業の維持・発展、更には地域活性化にも貢献している団体等を対象とします。

令和７年８月４日（月曜日）
    ～令和７年９月30日（火曜日）

近畿農政局 農村振興部 都市農村交流課 担当者：楠本、前田
代表：075-451-9161（内線2591、2595） ダイヤルイン：075-414-9065

【お問い合せ先】

【ウェブサイトアドレス】

https://noufuku.jp/award/award2025/

「プレスリリース」近畿農政局ウェブサイト

「ノウフク・アワード2025特設サイト」外部リンク

https://www.maff.go.jp/kinki/press/keikaku/nousonshinkou/250804.html

※応募方法等詳細につきましては、以下のウェブサイトをご確認ください。

【スケジュール】
審査結果公表：令和７年11月下旬頃
表彰式及びシンポジウム：令和８年１月下旬頃

【表彰】
〇グランプリ 〇準グランプリ
〇優秀賞 〇フレッシュ賞、チャレンジ賞

２０２５

２０２５

人を耕す 地域を耕す 未来を耕す

Ｐ１‥「ノウフク・アワード2025」募集中! 
Ｐ２‥「はんなりとしたキノコを自然が多く残る南丹市美山町から!」合同会社ハンナリシェ(京都府南丹市)
Ｐ３‥「令和７年度 農山漁村女性活躍表彰」 / ～最近の各種統計情報の公表について～
Ｐ４‥令和７年度「飼料用米多収日本一」募集開始  / 【募集開始！】令和７年度「家畜衛生ポスターデザインコン

テスト」

https://noufuku.jp/award/award2025/
https://www.maff.go.jp/kinki/press/keikaku/nousonshinkou/250804.html


現場だより

合同会社ハンナリシェは、京都府南丹市美山町において、従来は菌床製造に必
要なボイラーの熱源を使用せず、環境負荷軽減に配慮した菌床製造装置を使い、
これまで培ってきた再生可能エネルギーのノウハウを生かし、ゼロカーボンを目
指した経営の実現に取り組んでいます。（取材:令和7年6月）

南丹市美山町は自然が多く残るところです。

かやぶきの屋根が特徴的なかやぶきの里もあり、

空気も水もきれいです。

このきれいな環境でハンナリシェは、従来の菌

床製造方式に比べ環境に配慮した菌床製造機を導

入し、一見変わった幻のキノコの栽培・生産に取

り組んでいます。

自然豊かな美山町から食卓へ

あぐり事業部 室長 西原晴生さん（写真右）と
工場長 川村宗己さん（写真左）

脱炭素型発酵菌床製造機

脱炭素型発酵菌床製造機は、高い圧力や熱をか

け原料を減菌する必要がないため、従来の菌床製

造方式に比べで温室ガス排出量を大幅に削減でき

ます。また、この機械で製造した「たもぎたけ」

と「ひらたけ」の菌床は、種付から20日間培養

し、生育室に移動、その後約7日間程度で収穫と

なります。

全体でキノコの育成期間は２か月で複数回収穫

できるますが２回目以降は収穫量が減るので、収

穫を見極める必要があります。

ひらたけ

栽培する二種類のキノコ

ハンナリシェが栽培するキノコは二種

類。「幻のキノコ」と呼ばれ、有黄色の

カサが美しく、見た目も鮮やかな「たも

ぎたけ」と食用として親しまれ、風味に

もすぐれている「ひらたけ」の二種類の

キノコを栽培しています。

脱炭素型発酵菌床製造機

たもぎたけ

★参考
ハンナリシェ : 農業と再エネの融合を目指して
（ホームページ）
https://hannari-che.net/

はんなりとしたキノコを自然が多く残る南丹市美山町から!

合同会社ハンナリシェ(京都府南丹市) 

２

https://hannari-che.net/


３

「令和７年度 農山漁村女性活躍表彰」

農林水産省 経営局就農・女性課女性活躍推進室
代表：03-3502-8111（内線5194）ダイヤルイン：03-3502-6600

【お問い合せ先】

【ウェブサイトアドレス】

https://myfarm.co.jp/women/award/

【スケジュール】

「農山漁村女性活躍表彰」農林水産省ウェブサイト

「農山漁村女性活躍表彰（運営主体：株式会社マイファーム）」外部リンク

【表彰部門】

https://www.maff.go.jp/j/keiei/jyosei/hyosyo2.html

応募締切  ：令和７年 ９月30日（火）

受賞者決定 ：令和８年 １月頃

表彰式 ：令和８年 ３月頃

審 査  ：令和７年12月頃

A :女性地域社会参画部門（個人）   Ｂ :女性地域社会参画部門（組織）
C :女性登用・組織参画部門   Ｄ :女性優良ビジネス部門
E :女性新規事業・チャレンジ部門 F :女性活躍応援・次世代育成支援部門

より多くの方が表彰の対象になるように部門を新設・統合しました！

※応募方法や応募様式等詳細につきましては、以下の

ウェブサイトを確認してください。

【応募対象が拡大しました！】
・個人・団体（グループ）部門あり
・部門によっては性別不問！ 
・女性活躍を支援する立場からの応募も可能
・教育機関・行政機関からの応募も可能

［ 最優秀賞 ］農林水産大臣賞（６部門各１点）
［ 優 秀 賞 ］農林水産省経営局長賞（６部門各１点）、林野庁長官賞、水産庁長官賞
［ 優 良 賞 ］全国農業協同組合中央会長賞、全国森林組合連合会長賞、全国漁業協同

組合連合会長賞、大日本水産会長賞、農山漁村男女共同参画推進協議会
長賞（6部門各１点以上）

※応募いただいた部門以外で表彰される場合があります。

本表彰は、女性が農山漁村でいきいきと活躍できる環境をつくり、農林水産業の発展に寄与する
ことを目的としています。
令和７年度は、応募数を増やすとともに、応募者の取組がよりふさわしい形で評価されるよう、

女性の活躍を支援する取組も評価の対象とするなど、部門構成の見直しを行いました。応募方法や
スケジュール、必要書類の詳細は本ガイドでご案内しています。ご本人による応募も、市町村や関
係団体からの推薦による応募も可能です。皆様のご応募をお待ちしています

【令和７年度表彰について】

【年計調査】

https://www.maff.go.jp/j/tokei/index.html「統計情報」農林水産省ウェブサイト

〇８月１日 令和7年産水稲の西南暖地における早期栽培等の10a当たり収量の前年比見込み（7
月15日現在）

〇７月30日 農業物価統計調査 令和6年農業物価指数（令和２年基準）
〇７月29日 令和6年生産者の米穀在庫等調査結果
〇７月29日 令和6年木材統計
〇７月29日 令和6年特用林産物生産統計調査結果
〇７月25日 令和６年漁業構造動態調査結果（令和６年11月１日現在）
〇７月25日 畜産統計（令和７年２月１日現在）

～最近の各種統計情報の公表について～

https://myfarm.co.jp/women/award/
https://www.maff.go.jp/j/keiei/jyosei/hyosyo2.html
https://www.maff.go.jp/j/tokei/index.html
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「プレスリリース」近畿農政局ウェブサイト
https://www.maff.go.jp/kinki/press/sinko/250701.html

近畿農政局生産部生産振興課 電話：075-414-9020（直通）
【お問い合せ先】

【ウェブサイトアドレス】

【対象者】

農林水産省及び一般社団法人日本飼料用米振興協会では、飼料用米
の生産に取り組まれる農家の生産技術の向上を図るため、平成28年か
ら「飼料用米多収日本一」コンテストを開催しています。
この度、令和７年度の募集を開始いたします。

令和７年度「飼料用米多収日本一」募集開始

令和７年産の飼料用米の生産で、次の要件を全て満たす方
 ・飼料用米の作付面積が、おおむね1ha以上生産する方
（多収品種及び区分管理に限る）

 ・飼料用米の多収化、生産コスト低減等に取り組む方

【募集期間】

【開催スケジュール】
・ ７年 ７月 １日   応募開始
・ ７年 ８月29日   応募締切
・ ８年 １月上旬    収量の報告締切
・ ８年 ２月（調整中） 審査委員会
・ ８年 ３月（調整中） 表彰式

令和７年７月１日（火曜日）から８月29日（金曜日）

～本年度のテーマは「豚熱（ぶたねつ）をひろげないためにできること」～

農林水産省は、家畜の病気やその対策への理解を深めていただくため、毎年、

「家畜衛生ポスターデザインコンテスト」を開催しています。 令和７年度は、
「豚熱をひろげないためにできること」をテーマに募集します。

【募集テーマ】

【募集デザイン】

【募集期間】

テーマ「豚熱をひろげないためにできること」

農林水産省 消費・安全局動物衛生課 担当者：髙木・富永
代表：03-3502-8111（内線4583）ダイヤルイン：03-3502-5994

【お問い合せ先】

絵画、イラスト、CG、写真などの平面作品でA3又は八ツ切タテのデザイン

令和７年７月16日（水曜日）から９月30日（火曜日）まで（当日消印有効）

「プレスリリース」農林水産省ウェブサイト
https://www.maff.go.jp/j/press/syouan/douei/250702.html

【ウェブサイトアドレス】

大募集

※応募方法等詳細につきましては、以下のウェブサイトをご覧ください。

【募集開始！】令和７年度「家畜衛生ポスターデザインコンテスト」

お問合せ先：近畿農政局京都府拠点

〒602-8054 京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町 TEL：075-414-9015
ホームページ：https://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/kyoto/index.html

豚熱という病気に関心を持ってもらい、おいしい日本産豚肉の生産を守るために行動してみ
ようと思ってくれる人が一人でも増えるようなポスター作品を募集します。

https://www.maff.go.jp/kinki/press/sinko/250701.html
https://www.maff.go.jp/j/press/syouan/douei/250702.html
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